








年については、 3 月 26 日（木）から29日（日）ま
で、米国シカゴのシェラトン・ホテルでのアジア










であるが、講演の申し込みは、 2008年 8 月に終了
していたので、これについてはシカゴ大学のライ
ブラリアン奥泉氏の斡旋で、アジア学会終了の翌
日 3 月 30日（月）に予定された「シカゴ大学ジャ
パンツアーJ において実施されることになったo


























た。例えば、世界の主要出版社、 Harvard Univ. 
Press, Univ. of California Press. OCLC, Cornell 
Univ. Press, Columbia Univ. Press, Oxford Univ. 
Press, Hong Kong Univ. 、 Press. Chinese Univ. 























































































ら、 1905年に東京で中国同盟会を結成し、 6 年後
の辛亥革命につながる。この頃、孫文は、全面的
に日本側の、特に民間の財政援助に頼り、借款の
提供、鉄道、鉱山、航運業などを担保にしてかな
りの額を入手している。 1912年清朝を打倒し、 rj:1
華民国が成立するが、すぐに裳世凱の専制政治
に取って代られ、 1913年から軍閥支配との戦いが
1925年の孫文の死まで続く。その間孫文は、 1917
年広東政府を改組し、 1924年連ソ、容共、労農援
助の三政策を掲げ、黄捕軍官学校を設立し、反軍
閥、反帝国主義の目標を打ち出す。
シカゴと神戸での展示会と講演会
孫文は、次第に日本批判を強め、 1924年神戸に
おける「大アジア主義j なる講演に於いて「日本
が西洋の覇道の手先となるか、東洋の王道の守り
手となるのか」と結び、その覇道政策を批判し、
翌年北京で死ぬが、その臨終の席に山田純三郎が
いた。今回の展示品の中には、孫文と純三郎の親
密な関係を示すものが多くあった。
同日夕刻からポートピア・ホテル内で神戸愛知
大学問窓会が開催され、 7i友会からも何名かが参
加していた。
4 日（水）正午、私は神戸を離れて滋賀県に向
かっていたo （完）
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